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本論文の主たる目的は, 筆者が ｢こども茶道教室｣ の中で得た印象的なエピソードを分析することにより, 児童が茶席を
離れた日常の場面においても ｢個性｣ 化した思いやりを他者に向け, 心地よい居場所と心理的紐帯を形成し得る可能性とア
サーティブなコミュニケーションとの着地点を探索することである｡




る往還の世界を真に理解することが可能になることに言及した｡ 第三に, これらの省察から茶室空間の中で, 自己と他者の
能動と受動の交叉が身体の互換と居方の位相を生成する階梯の精察について言及した｡ 最後に, 心理教育への実践プログラ
ムとして, ｢心｣ の型を育み ｢社会｣ や ｢他者｣ と自分とをつなぐ茶道体験の有意性について, の有機体発達
論の見地から検討を試みた｡
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れらに加え, 看護師や教師, カウンセラー, ソーシャル
ワーカーなど, 対人援助職の間でも関心が高まってきた
(用松・坂中, 2004)｡ アサーションとは, ｢自分も相手
も大切にした自己表現｣ あるいは ｢相互尊重に基づいた
コミュニケーション｣ のことである (平木, 1993)｡ ア
サーション研究で取り扱う人間関係は, 主として ｢私と





















































る岡本 (1999) の知見は, 安部 (1997) の芸道の教育や










ながら侘びとさび, 知足 (控えめ), 和(調和と取り合せ),
創意 (自由), 自然の５項目において心理学的見地から




道の心理学 (安西, 1972, ；安西, 1995), 特別支援教
育の領域からライフステージの移行に伴う青年期の余暇
活動や社会的スキル学習の場としての可能性を指摘した











ろ〉の教育 (大野, 2011) 等がある｡ これらの研究は,
茶道を１. 歴史的文脈における検証, ２. 学校教育にお
けるカリキュラムの一環, ３. セラピーへの応用として
大別できるにしても茶道と心理学との接地点について論







｢型｣ を越える ｢型｣ の精神 (古田・熊倉, 1998) や主
客相互の ｢主観の出会い｣ (丸田, 2002) により生成す




	) の思想体系を点前という ｢運動｣ に援用し, ｢感じ




















(鯨岡, 1999) という文脈が, 茶席を離れた日常の場面




において, 鈴木 (1994, 1994, 1994, 2010) が言及
するある場所に人がいるときの状態, 周囲の環境とどの
ように認識されるかを総称する概念としての居方の位相
や, 茶室空間という一つのかや (杉万, 2006) の中で,
自己と他者の交感が, 身体の互換および第三の身体の擬
制を生成する階梯の精察を試みることが第一の目的であっ
た｡ そして, 心理教育への実践プログラムとして, 社会
や他者と自己とをつなぐ橋や扉 (菅野, 2003) を把持し






























































































教授者： ｢では, あなた (観察者) は, “待つ”ことを
どのように考えていますか｣






たい｡ 待つ者が ｢待つ者｣ として, 時にあるいは ｢場｣
に待たれているという反転 (鷲田, 2006) が生まれ, そ
の言葉を反芻することで, 時と場を醸成する触媒のひと
つとして, 改めて ｢今, ここ｣ にある自分と真摯に向き
あう時間と空間を持ちうることが, 参与観察者にとって,
稽古の ｢型｣ を越える ｢型｣ を学ぶ営みにも繋がってい
くのではないかと考えた｡
また, 1で ｢道具を大切に扱うこと｣ を教示され


















すると, 茶室での非礼をたしなめ, 男児Ｂが ｢茶釜の蓋｣
を取り上げて, その座布団を観察者に ｢客座布団｣ とし
て勧めた｡ 男児の ｢場｣ に即した判断と能動性が際
立った｡
次に, 4で女Ｃがご自服しようとする茶を, 教







くん, ありがとう｣ と謝意を述べる｡ 続いて, 教授者が
半東役を願い出たＡへ ｢お運び上手にできましたね｣ と
ねぎらいの言葉をかける｡ 女児と教授者, 両者の謝意に





















正客 (女児Ｃ)・次客 (観察者) に呈する茶碗を清めて
いる｡ 7で ｢柄杓の構え方はどうしたらいいです
か｣ と尋ねた男児Ａに対し, 教授者は ｢自分を照らす鏡｣
のような構えを教示した｡ 柄杓の合 (ごう) を鏡に見立
てて心を傾け, 構えをとる二人であった｡
亭主を無事務め上げた男児ＡとＢ｡ 9で教授者
に深々とお辞儀 (真の礼) をし, 一期一会の稽古への謝
意を示した｡ とりわけ男児Ｂ(左)の佇まいは, 熟達者の
所作と伍する清明さを鮮烈に感じさせるものであった｡
連続する14と居方の相違は, ｢場｣ と ｢わたした
ち｣ の適合を明白に物語るものである｡
続いて, 女児の盆略点前稽古を行った｡ 8で,
真摯な眼差しを亭主 (女児) に向ける男児Ｂ｡ 食い入
るような視線の先を辿っていくと, 袱紗を捌くの指
先であった｡ 先ほど亭主を務め終えた ｢客｣ はまた再び,
客座で ｢亭主｣ を務めている｡ そして, 正客 (男児Ａ)




































































せなかった｡ 茶席の ｢場｣ を生成する要素をともにする
他者へのまなざしや間性を一人ひとりが既にもっている
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(丸田, 1995)によると, 間主観的アプローチは ｢人の体




深化していった｡ 学びの喜び (1, 2, 5) を表出
することで, のびやかな感性 (3, 6, 8, 11) が
引き出され, 同時に場の高揚感がもたらされ, ｢ わたし
たち｣ の感覚が共振していく (4, 7, 9, 12)｡ さ
らには, 他者の思いを受け止める発話と沈黙が織りなす
層を観察者自身が共時的に生きることで 気づきを得る





























いるがゆえに, 第４回観察 (10) のような居方が
現出したのではないかと考える｡ 第６回観察では, 跪座
から教授者に対面し, 体を傾け自己開示を試みる姿勢が
うかがいとれた｡ やまだ (2003), そこに ｢居る｣ こと
の意味を人間の基本的姿勢から考察している｡ ｢寝る｣








の同じ場所で人と人が出会える場所 (やまだ, 2003) と
なり, ひいては他者による承認とそれを通しての自己の
再確認の場所 (住田, 2003) となり得る要素を包含して
いるといえよう｡ ここに通底する ｢関係性をめぐる知｣
(丸田, 2011) こそが人間関係を根底で支配するもので
あり, 新たな ｢学校知｣ の立ち上がりを予期させる｡











井, 2009) が, いかにこの多層性ないし多声性を自覚し,
間主観的態度を鍛錬していくかということが求められる
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[付記]
本研究を進めるにあたり, ｢子ども茶道教室｣ の参与
観察を快く受け入れて下さった, 筆者の茶道師範である
松本宗美先生をはじめ, 子どもたちと保護者の皆様, 社
中の瀬戸川陽子さんに厚く御礼を申し上げます｡ また,
稽古中の写真撮影と論文掲載の許可を頂きましたことを,
ここに記して感謝いたします｡
(2011.８.31受稿, 2011.11.28受理)
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